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前
川

浩
子

議
員（
市
フ
ォ
）　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に

係
る
令
和
５
年
度
の
事
業
を
、

年
度
開
始
後
に
拡
充
さ
せ
た

と
聞
く
が
、
そ
の
経
緯
は
。

市
長
　
４
年
秋
、
日
本
財
団

が
、
同
財
団
か
ら
財
政
支
援

を
受
け
た
民
間
団
体
が
自
治

体
と
連
携
し
、
事
業
主
体
と

な
る
こ
と
等
を
条
件
と
す
る

モ
デ
ル
事
業
へ
の
参
加
を
募

っ
て
い
た
の
で
申
請
し
た
。

そ
の
後
、
５
年
４
月
に
採
択

さ
れ
、
本
市
と
同
財
団
で
協

定
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、

事
業
が
拡
充
さ
れ
た
。

議
員
　
今
後
の
事
業
展
開
は
。

市
長
　
協
定
に
基
づ
き
相
談

支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
１
名
か
ら
３
名
に
増
員
す

る
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
の
設
置
な
ど
新
た
な
取
組

に
も
着
手
す
る
。
今
後
も
、

困
難
な
状
況
下
に
置
か
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
取
り
残

さ
な
い
と
い
う
理
念
の
も
と
、

支
援
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

他 

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

●
社
会
福
祉
法
人
清
陽
会
に
つ
い

て

に
し
み
や 

幸
一 

議
員（
市
フ
ォ
）

　
住
民
の
自
主
的
な
活
動
に

よ
り
維
持
管
理
さ
れ
る
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
の
創

出
に
つ
い
て
、
市
は
令
和
４

年
度
か
ら
行
政
提
案
型
協
働

事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
る

が
、
そ
の
背
景
や
理
由
は
。

都
市
整
備
部
長
　
市
が
花
卉

農
家
に
委
託
し
て
い
た
公
共

花
壇
運
営
事
業
の
継
続
が
困

難
に
な
り
、
市
民
花
壇
運
営

事
業
も
広
が
り
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
市
民
と
協
働
し
て

花
壇
管
理
が
行
え
る
よ
う
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ

て
植
付
内
容
が
共
有
で
き
る

取
組
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

団
体
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
。

議
員
　
６
年
度
以
降
の
、
事

業
推
進
な
ど
の
方
向
性
は
。

都
市
整
備
部
長
　
実
績
を
踏

ま
え
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

実
施
な
ど
、
事
業
推
進
に
資

す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

他
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
「
課

題
解
決
」
機
能
充
実
の
可
能
性

を
問
う
― 
支
え
合
い
の
地
域
社

会
づ
く
り
に
向
け 
―

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
事
業

年
度
開
始
後
に
拡
充
さ
れ
た
経
緯
は

モ

デ

ル

事

業

へ

の

参

加

申

請

を

行

い

日
本
財
団
と
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
か
ら

事

業

が

拡

充

さ

れ

た

コミュニティガーデンの創出事業
今 後 の 方 向 性 に つ い て
市 の 考 え は

指定管理者による実施など
事 業 推 進 に 資 す る
方 法 を 検 討 し て い く

　▲コミュニティガーデン
　　講座の様子

常任委員会の審査報告から

総

務

委

員

会

文

教

委

員

会

厚

生

委

員

会

第
41
号
議
案

府
中
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
43
号
議
案

府
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
議
案
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

誘
導
仕
様
基
準
に
よ
る
低
炭
素
建
築
物
の
認
定
申
請
等
に
係
る
手
数
料

を
新
設
す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
誘
導
仕
様
基
準
と
は
、
一
定
の
水
準
を
満
た
し

て
い
る
建
材
や
機
器
等
を
選
択
す
れ
ば
、
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
し
て
い

る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
簡
便
な
基
準
で
あ
り
、
手
数
料
も
従
来
の
審

査
方
法
と
比
較
し
、
６
割
程
度
と
な
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
脱
炭
素
化
に
向
け
た
施
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

こ
と
を
お
願
い
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
第
44
号
議
案
は
、
府
中
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
工
事
を
施
行

す
る
も
の
、
第
45
号
議
案
、
第
46
号
議
案
、
第
47
号
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
、

府
中
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
に
伴
う
電
気
設
備
工
事
、
給
排
水

衛
生
設
備
工
事
、
空
気
調
和
設
備
工
事
を
施
行
す
る
も
の

　
こ
れ
ら
４
議
案
は
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
認
め
一
括
審
査
を
行
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
内
部
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
は
、
聴
覚
過
敏
等
の

子
ど
も
へ
の
音
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
、
天
井
に
吸
音
の
ボ
ー
ド
を
設

置
し
、
床
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
お
け
る
机
や
椅
子
等
の
音
に
対
し
て
は

備
品
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個

人
市
民
税
と
併
せ
た
国
税
で
あ
る
森
林
環
境
税
の
賦
課
徴
収
や
軽
自
動

車
税
の
種
別
割
に
お
け
る
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
税
率
の
設
定

な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
既
に
登
録
済
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
変
更
申
請
の
必
要
は
な
い
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
今
回
の
改
正
で
市
民
に
対
し
て
新
た
な
負
担
は
生
じ

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
森
林
環
境
税
の
周
知
徹
底
を
求
め
つ
つ
、
本
案

に
賛
成
す
る
」「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
組
で

あ
る
と
評
価
す
る
た
め
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

※�本定例会では、建設環境委員会に付託
された議案はありませんでした。

特別委員会の概要
基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
飛
行
場
諸
課
題
検
討

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
自
家
用
機
の
分
散
移
転
に
向
け
て
、
移
転

促
進
の
た
め
の
補
助
制
度
等
の
創
設
や
大
島
空
港
の
整
備
な
ど
の

取
組
の
報
告
が
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
令
和
５
年
６
月
15
日
に
市

長
及
び
職
員
が
大
島
空
港
格
納
庫
を
視
察
し
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
絶
滅
の
危
険
性
が

高
い
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
オ
オ
タ
カ
の
営
巣

及
び
繁
殖
が
留
保
地
内
で
確
認
さ
れ
、
今
後
、
国
に
お
い
て
保
全

策
を
検
討
し
、
自
然
環
境
保
全
計
画
書
を
作
成
す
る
な
ど
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
法
務
省
関
連
施
設
に
係
る
動
き
に
つ
い
て
、
関
東
医
療
少
年
院

跡
地
を
含
む
周
辺
地
区
に
関
し
て
、
地
区
計
画
策
定
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
検
討
状
況
を
知
ら
せ
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
２

回
実
施
し
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
新
庁
舎
「
お
も
や
」
の
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
「
は

な
れ
」
の
供
用
開
始
ま
で
、
「
お
も
や
」
西
側
の
ピ
ロ
テ
ィ
部
分

に
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
を
２
台
分
配
置
し
、
雨
の
日
に
も
ぬ
れ

ず
に
車
の
乗
降
が
で
き
る
計
画
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
荷
さ
ば
き

用
の
駐
車
場
も
必
要
に
応
じ
、
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
と
し
て
利

用
す
る
。
な
お
、
来
庁
者
用
駐
車
場
は
、
府
中
駅
南
口
市
営
駐
車

場
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
。
今
後
の
予
定
と
し
て
、
令
和
５
年
７

月
に
「
お
も
や
」
へ
の
移
転
説
明
会
と
併
せ
て
、
既
存
庁
舎
解
体

工
事
に
係
る
近
隣
説
明
会
を
開
催
す
る
。
８
月
は
、
既
存
庁
舎
の

解
体
工
事
を
９
月
か
ら
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
５
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
新
庁
舎
「
お
も
や
」
で
の
業

務
開
始
に
向
け
、
市
民
周
知
な
ど
移
転
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

中
心
に
ま
と
め
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学

校

施

設

老

朽

化

対

策

特

別

委

員

会

　
第
二
期
改
築
実
施
校
に
係
る
動
き
に
つ
い
て
、
府
中
第
三
小
学

校
及
び
府
中
第
六
小
学
校
の
改
築
に
伴
う
実
施
設
計
作
業
が
令
和

５
年
３
月
に
完
了
し
て
い
る
。
学
校
施
設
の
工
程
計
画
と
し
て
、

府
中
第
三
小
学
校
は
実
施
中
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
校
地
西
側
通
路
を
整
備
し
て
い
く
。
５
年
７
月

か
ら
は
新
校
舎
・
プ
ー
ル
・
体
育
館
の
工
事
に
着
手
し
、
６
年
度

の
３
学
期
か
ら
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。
府
中
第
六
小
学
校
は
既

存
校
舎
部
分
に
、
一
部
地
山
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
追

加
調
査
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
期
を
３
か
月
延
伸
し
て
、

７
年
度
の
１
学
期
か
ら
の
供
用
開
始
に
変
更
す
る
。

　
第
一
期
改
築
実
施
校
で
あ
る
府
中
第
一
中
学
校
に
つ
い
て
、
５

年
３
月
に
新
校
舎
及
び
体
育
館
が
竣
工
し
、
式
典
に
は
市
議
会
議

員
や
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
検
討
会
の
委
員
等

48
名
が
出
席
し
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

懲
罰
特
別
委
員
会

 

　
本
委
員
会
は
、
野
口
な
か
お

議
員
の
令
和
５
年
６
月
13
日
本

会
議
一
般
質
問
で
の
発
言
が
、

地
方
自
治
法
に
違
反
し
市
議
会

の
品
位
を
傷
つ
け
た
た
め
、
同

議
員
に
対
し
懲
罰
を
求
め
る
、

と
の
動
議
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
委
員
会
の
冒
頭
で
委
員
長

及
び
副
委
員
長
の
互
選
を
行
っ

た
結
果
、
奈
良
﨑
久
和
委
員
が

委
員
長
に
、
佐
藤
新
悟
委
員
が

副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
発
議
者
か
ら
懲
罰

動
議
の
提
案
理
由
に
つ
い
て
の

説
明
、
野
口
議
員
か
ら
一
身
上

の
弁
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
質

疑
を
行
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
職
員
に
対
す

る
侮
辱
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な

発
言
は
控
え
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
議
会
の
一
定
の
見

識
と
し
て
示
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
戒
告
を
求
め

る
」「
『
法
に
抵
触
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
だ
け
で
や
り
過
ご
せ

る
、
そ
ん
な
お
気
楽
な
職
務
な

の
か
。
』
と
い
う
発
言
は
、
市

職
員
に
対
し
て
大
変
失
礼
で
あ 

っ
た
と
思
う
が
、
議
会
で
は
言

論
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

議
長
の
制
止
な
ど
の
議
会
運
営

上
の
対
応
が
な
い
ま
ま
本
委
員

会
の
開
催
に
至
っ
た
こ
と
は
疑

問
で
あ
る
。
議
会
中
の
発
言
を

慎
重
に
行
う
こ
と
は
、
必
要
な

こ
と
と
は
思
う
が
、
こ
れ
ま
で

の
過
程
を
踏
ま
え
る
と
懲
罰
を

科
す
べ
き
で
な
い
」
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
野
口
議
員
に

懲
罰
を
科
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、

賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
、
同

議
員
に
対
し
懲
罰
を
科
す
べ
き

で
な
い
も
の
と
決
定
し
た
。

第
44
号
議
案
・
第
45
号
議
案
・
第
46
号
議
案
・
第
47
号
議
案

府
中
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
工
事
請
負
契
約
ほ
か


